
本紙は、再生紙を使用しております。
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「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」を
原
市
の

「
四
番
耕
地
」で
下
車
し
、
さ
い
た

ま
市
境
の「
船
橋
」を
目
指
し
て
南

下
す
る
。
バ
ス
停
か
ら
百
五
十

メ
ー
ト
ル
も
歩
く
と
国
道
16
号
と

な
る
が
、
歩
道
橋
で
横
断
し
て
三

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、
芝
川

に
架
か
る「
船
橋
」と
な
る
。
こ
の

橋
は
明
治
初
年
の
資
料
に
よ
る
と

原
市
村
と
今こ
ん

羽ば

村
の
境
界
で
、「
長

さ
一
間
半
・
幅
一
間
」の
石
造
の

橋
と
記
さ
れ
、
当
時
は
芝
川
と
い

う
川
の
名
称
は
な
く
、
単
に「
悪あ
く

水す
い

堀ぼ
り

」と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る（『
武
蔵
国
郡
村
誌
』）。

　

船
橋
か
ら
原
市
村
に
向
か
う
道

路
を
原
市
村
の
人
た
ち
は「
大
宮

道
」と
呼
ん
で
い
る
が
、
明
治
初

年
の
地
図
に
は「
羽
生
道
」と
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
浦
和
・
大
宮

宿
方
面
か
ら
羽
生
市
、騎
西
町（
現

加
須
市
）、
菖
蒲
町（
現
久
喜
市
）

へ
の
主
要
道
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
道
路
は『
広
報
あ
げ
お
』

本
年
二
月
号
の
こ
の
欄
で
も
少
々

触
れ
た
が
、
遠
州
横
須
賀
藩（
現

静
岡
県
掛
川
市
横
須
賀
）の
家
臣

が
亡
き
主
君
の
墓
を
建
立
す
る
た

め
、
江
戸
か
ら
原
市
村
妙み
ょ
う

厳ご
ん

寺じ

ま
で
歩
い
た
道
筋
で
あ
る
。
横
須

賀
藩
主
西
尾
忠た
だ

需み
つ

は
、寛
政
元（
一

七
八
九
）年
六
月
み
そ
か
、
七
十

四
歳
で
江
戸
屋
敷
に
て
没
し
て
い

る
。
西
尾
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺
は
横
須
賀

の
龍り
ゅ
う
み
ん
じ

眠
寺
な
の
で
、
遺
骸
は
閏
う
る
う

六

月
八
日
に
江
戸
出
棺
と
な
り
、
同

月
十
四
日
龍
眠
寺
着
棺
、
十
八
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
葬
儀
・
法
会

が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

妙
厳
寺
は
藩
祖
西
尾
吉よ
し

次つ
ぐ

が
葬
ら

れ
て
お
り
、
龍
眠
寺
同
様
の
菩
提

寺
で
も
あ
る
の
で
忠
需
の
墓
所
も

建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
藩
主

の
名
代
に
用
人
の
谷
源げ
ん

兵べ

衛え

、
法

事
係
り
に
木
村
安や
す

左ざ

衛え

門も
ん

ら
が
任

命
さ
れ
、「
五
・
七
」の
法
会
を
挙

行
す
る
こ
と
で
多
く
の
家
臣
た
ち

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
谷
源
兵
衛

た
ち
は
七
月
三
日
夜
九
ツ
時（
午

前
零
時
ご
ろ
）江
戸
出
立
、
七
月

四
日
昼
八
ツ
時（
午
後
二
時
ご
ろ
）

原
市
村
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
の

時
、記
録
に
は「
大
宮
宿
を
打
過
、

田
舎
道
へ
入
り
」と
し
か
記
さ
れ

て
な
い
が
、
家
臣
団
一
行
は「
船

橋
」を
渡
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る（
前
掲
書
・『
迅
速
測
図
』・『
原

市
は
な
し（
話
）』）。

　

家
臣
団
一
行
は
町
の
入
り
口

（
現
埼
玉
新
都
市
交
通〈
ニ
ュ
ー

シ
ャ
ト
ル
〉原
市
駅
付
近
）で
行
列

を
整
え
る
が
、
こ
こ
で
は
名
主
の

矢
部
源
三
郎
ら
が
麻あ
さ

裃が
み
し
も
　
　
姿
で
出

迎
え
、
町
中
を
先
導
し
て
妙
厳
寺

へ
向
か
う
。
こ
の
間
行
列
は
約
百

メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
進
み
、
寺
の

大
門
で
住
持
に
迎
え
ら
れ
る
。
こ

の
日
は
こ
れ
よ
り
藩
祖
ら
の
墓
所

へ
の
参
拝
、
陣
屋
跡
・
原
市
沼
の

見
学
、
御お

逮た
い

夜や

の
行
事
、
藩
祖
奉

納
の
槍や
り・
鞍く
ら

な
ど
の
拝
観
、
名
主
・

住
持
ら
と
の
会
食
と
目
ま
ぐ
る
し

く
行
事
を
こ
な
し
て
い
る
。
藩
主

墓
石
の
建
立
は
七
月
五
日
午
前
中

に
終
了
す
る
が
、
こ
の
日
は
住
民

の
参
拝
も
あ
り
寺
院
は
終
日
ご
っ

た
返
し
て
い
る
。
藩
士
た
ち
は
七

月
六
日
朝
六
時
出
立
で
、
江
戸
屋

敷
に
帰
っ
て
い
る（
前
掲
書
）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）

上
越
新
幹
線

埼
玉
新
都
市

交
通

四番耕地 国道
16号

船橋
芝
川

歩
道
橋

さいたま菖蒲線

原
市
駅

妙
厳
寺

「横須賀藩士が通った原市往還を歩く」
～原市～

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で5人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、『広報あげお』
の感想を記入して、8月20日（金）まで（必着）
に上尾市広報課「わくわくクイズ係」へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
ﾒｰﾙｱドﾚｽ : s55000＠city.ageo.lg.jp
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせ
ていただきます。　※正解は9月号のこの
コーナーで。前号の答えは「国勢」でした。ご
応募ありがとうございました（応募者32人）。

6月16日、‶ぐるっとくん"が
利用者○○○万人を達成しました。

 （ヒントは9ページ）

市の人口・世帯
（平成22年7月１日現在）

22万7,079人
男／11万3,571人
女／11万3,508人
　※前月より50人増。

9万1,879世帯

上尾の古い地名を　こう
233

29

◆『広報あげお』は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅のほか市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”をご利用ください。

妙厳寺にある西尾家第六代忠需の墓石（左）


